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要因分析

【必須】

「＃7119」救急安心センター運営事業により救急利用の適正化を図り、真に必要な人が利用できる状態の確保に取

り組むとともに、救急業務高度化事業により救急救命士の有資格者の増加を図ったところ。コロナ禍が一段落した

こともあり、救急に関する指標の増加率をみると、対前年比で救急出動件数（14.1％→5.5％）、救急搬送人員

（13.2％→5.0％）、死亡者数（10.9％→4.4％）とも増加率は低減している。

改善の方向性

【必須】

死亡者数の低減率が相対的に小さく、KPI未達成となったが、えひめ救急電話相談＃7119の相談件数は当初想定を

大幅に超えるとともに、救急救命士の有資格者数、救急隊数とも増加するなど、着実に実績を積み重ねていること

から、R6年度についても引き続き取り組んでいく。
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細 施 策 30-1 救急出動態勢の確保 施策KGI ①

Ｋ Ｇ  Ｉ

救急搬送時間の短縮による搬送者に占める生存者比率

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 30  医療体制の整備

K　G　I
①県内の医療施設に従事する医師数

【基準値】3,693人（令和２年）【目標値】3,819人

担当部局 県民環境部


